
８．１ はじめに
本講座では筆者らが普段から研究に用いているオープン

ソースソフトウェア，特にデータ解析に使えるプログラミ

ング言語の使用例と使い方を紹介しました．ここでは具体

的なオープンソースソフトウェアとして shell，Python，

Ruby，Octave，Fortran，C/C＋＋を紹介しましたが，紙面

と能力の制限でソフトの有用性のすべてを伝えきれており

ません．また，今回は取り上げませんでしたがデータの可

視化，実験データの管理や論文作成に非常に重宝するオー

プンソースソフトウェア（例えば gnuplot，Inkscape，

Sqlite，Tex，Open Office 等） はたくさんあります．今回

取りこぼしたものも含めて，オープンソースソフトウェア

の使い方の入門についてはサポートページ１）の更新という

形で今後も継続的に対応していきます．

本講座のはじめに述べたように，オープンソースソフト

ウェアを使用するといくつかのメリットが考えられます．

本講座では各々のソフトウェアの使い方の平易な入門とな

ることのみならず，オープンソースソフトウェアの意義，

その文化について，読者に理解してもらうことを目的とし

ました．本講座をまとめるにあたって執筆者全員で，オー

プンソースソフトウェアを取り上げる意義について再度議

論を行いました．本章はそのまとめです．

８．２ オープンソースソフトウェアと研究
オープンソースソフトウェアを使うと研究にどのような

メリットがあるでしょうか．確かにソフトウェアのコスト

は下がるかもしれませんが，その分スキルの習得に時間を

費やすのでは？結局予算額で規格化した成果は変わらない

のでは？この問いに対する答えは，研究対象と成果を出す

のに必要な時間スケールによると思います．研究に必要な

やりたいことを短時間で実行できるソフトウェアがすでに

あるならば，オープンソースソフトウェアを使うメリット

は，単なるコスト削減にすぎません．比較的短時間での成

果が求められている場合，導入や習得に時間を割くわけに

はいきません．しかし，研究において，やりたいことその

ものズバリを実現してくれるソフトウェアはそれほど多く

はないと思います．自分の研究環境に合わせてカスタマイ

ズ（プログラミング等）する必要があります．このような

環境適合はオープンソースソフトウェアの方がやりやすい

場合が多いです．ソースが公開されているというのが大き

な理由ですが，オープンソースソフトウェアは再利用，他

のツールとの併用，を前提に開発されているというのも理

由の一つです．不具合があった場合に，スキルがあれば自

分で直せる，活発なコミュニティだと素早く対応してもら

えるという点も重要です．中長期の複数人で行う研究の場

合，オープンソースソフトウェアであるないに限らず共用

ツールや拡張機能を準備することは開発時間の短縮につな

がります．オープンソースソフトウェアの場合はそれらが

比較的やりやすいと思います．第２章の「はじめに」でも

述べましたが，オープンソースソフトウェアは共同研究に

メリットがあると考えます．導入コストの点でチームが同

一の研究環境を構築しやすいという点があげられます．特

に異なる組織で共同研究を行う場合（国際共同研究を含む）

は，あるソフトウェアはAという組織では利用できる

が，Bという組織ではサポートされていない，という状況

は避けなければなりません．Fortran を中心とした大規模

数値計算分野でも，ある数値ライブラリはAという計算環

境では使えるがBでは使えない，と似たような状況があり

ます．オープンソースではありませんが，LAPACKなどを

中心に実績あるライブラリがフリーで公開されており，こ

れらを使うようになっています．以上のように研究の場面

によってはオープンソースソフトウェアを使うメリットが

あると言えると考えます．

８．３ オープンソースソフトウェアと教育
学生の多い研究室では，ソフトウェアの導入コストが無

視できないようなケースもあると思います．そのような場

合では，オープンソースソフトウェアを使うメリットがあ

ります．また，研究室というのは同一の研究環境を整えや

すく，上で述べたような「資産の蓄積」も期待できます．

「プログラミング」というのは，大学で学ぶべき教養の一

つなので，講義を担当する方も多いと思います．本講座で

取り上げたlightweight言語は，実用性と教養性のバランス

がよくとれているのではないかと思います（そもそも教育
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目的で開発された言語もあります）．講義でプログラミン

グの実習を行う時，ひとクラス分の環境を提供するのは一

苦労です．ここでもオープンソースソフトウェアの出番で

す．ハードディスクにインストールせずにCDから起動す

る linux がありますが，講義で使うには十分です．

ここまでオープンソースソフトウェアの利用について説

明してきましたが，オープンソースソフトウェアへの貢献

も重要です．オープンソースソフトウェアの開発は基本的

にボランティアベースです．これは研究においてツールや

情報を提供するという文化と同一のもので，その延長線上

にあるといえます（社会のために成果を公開するというの

は近年の大学に求められていることでもあります）．最近

Ruby など日本人の開発したオープンソースソフトウェア

が増えてきましたが，もっと日本発のオープンソースソフ

トウェアが出てくるべきと思います．オープンソースソフ

トウェアの開発者は，最初はオープンソースソフトウェア

のユーザです．オープンソースソフトウェアを学生に教え

ることは，多少なりともオープンソースコミュニティの発

展に寄与するのではないかと思っています．

８．４ おわりに
第１章の「はじめに」でも述べましたが，オープンソー

スソフトウェアというのは考え方です．このような自分の

ために作ったけれど，人の役に立てば嬉しい，というソフ

トウェアやツールを持っている方は多いと思います．これ

がまとまって個人レベルから核融合分野全体のレベルまで

持っていければ良いと考えています．継続するサポート

ページをその足がかりにしたいと思いますが，まずは「こ

こに行けばいろいろなツールがそろう」ようなサイトを

作っていきたいと思います．
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